
化石研究会会誌第5号（1972）8～12

先カンプリア代の古生物学＊

秋山雅彦＊＊

かって》化石の産出は皆無であると考えられていた始生代の地層から， 1954年に地質学

者のTylerと古植物学者のBarghoornが裸核細胞生物(ProcaryoteS) L発見し

て以来，先カンブリア代の微化石が各地で発見されてきている。ここで徳最近の論文をもと

に先カンブリア代の生命についてわかってきたことを紹介したい。

1．最古の生命の証拠

南アフリカの東トランスワールのOnverwacht層から発見された請稟の化石がそれで

ある。絶対年代は32億年とされている。との地層の上位に重なるFigTreelS(3 1"

年前）から産出した誇緊化石丑γ＠んacod,phcc7-oZ(Je ,J, jαγ“γf07z, cn, J,j'に同定

されている。FigTree層の化石が直径30以以下であるのに対して， この最古の化石は

6～74“に及ぶ，大きさの変異がある。

2．最古のストロマトライト

ストロマトライトというの侭藻類によって形成された，層状溝造をもつ石灰岩である。

最古のストロマトライトは，南アフリカのBulawayan層のものでウその中から藍藻の徴

化石が検出されている。

■

a裸核細胞生物(ProcaryoseS)の繁栄

カナダ診のオンタリオ州スベリオル湖の北岸に分布しているGunflintチャーI､から，
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豊富なフローラが報告されている。そのすべてが裸核細胞生物であるが，パラシニートを思

わせるKαルα6ckaα払加6ejj t@,浮遊性生物と考えられるEJ,ophzeγα fyZg",

それに特殊細胞であるアキネートと異質細胞などが興味ある発見である。最近ウェールス

のHarlechOastleの土壌から発見された微生物がこのKb zz, 77z62〃α”に酷似し

ている。この微生物は80％のアンモニアを含む培地が生育に必要であるという， きわめて

変わった種類である。また，浮遊性生物の存在は先カンプリア代の大気の進化に解明の鍵

を与えることにたろう。

4．被桟細胞生物(Eucaryotes)の出現

オーストラリアのAlice Spring付近に分布しているBitter Springsチャ

ート（9億年前）中から, 50種におよぶ豊富な化石植物群が報告されている。そのなかで，

有系分裂をおこなっている，一連の細胞が発見された。それは緑藻のGZg7t,obof7･yd2070

ze71,Z"""ff3とされている。被核細胞生物としてタ緑藻植物以外に娼色植物紅藻植物

などが同定されている。しかし，被核細胞生物の最古の証拠は， これよりさらに古く， 12

～14億年前に寮でさかのぼることができる。カリフォルニア州SanBernardino

Countyに分布するBeckSpring苦灰岩がそれである。この岩石中の細胞には，鏡

ノ
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下で’黒色の斑点が認めむれ核の存在を思わせる。緑藻植物黄色植物ミト･リムシ植物
などに同定されている。

5．性の分化

性の分化がどの年代に始蚕ったかを決めるのは， きわめて困難である。しかし，幸たこと
に，オーストラリアのBitter Springsチャート中に4分割を示す細胞が見つかり，
還元分裂は，少くとも， 9億年前室でさかのぼることができる。

6． 後生動物の出現

オーストラリアのEdiacara動物群は最古の後生動物群として， よく知られている。

一方カナダのElliot湖にBarRiver層という地層が分布している。絶対年代は20

億年より古く， 25億年よりも新しい， という。との砂岩層から環形動物と思われる，印象
の化石が報告されている。しかし， これは後生動物の証拠としてあまりにも古すぎる。

以上のべたことに，他の資料をつけ加えて図化したのが第1図である。最後に使用した
文献をあげておく。
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